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スズキにとってのCSRは、「コンプライアンス」を基礎として、お客様、お取引先様、
従業員、株主・投資家の皆様、地域社会等の各ステークホルダーの信頼を得て、良好
な関係を築いていくことです。ここでは、スズキの各ステークホルダーに対する取り
組み例をご紹介します。
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お客様とともに／01 お客様相談室

お客様とともに
　スズキでは、常にお客様の声に耳を傾け、お客様の立場に立ったものの考え方をすることにより、お客様から信頼されご支持
いただける商品の開発、サービスの提供に努めてきました。スズキは、これからもこの努力を惜しむことなく、お客様のご期待
に応えていきます。

01 お客様相談室

お客様相談室に寄せられるお客様の声は、１９９5年の開

設以来増え続け、当初の年間９千件が、２０００年に２万８千

件、２００３年に６万件、２００５年に９万２千件と急速に増加し、

２００８年には１１万７千件となりました。これらのお客様からの

ご要望に応えるため、一般加入電話・携帯電話からのフリーダ

イヤル受付や、インターネットからの問合せなど、多様なメディア

への対応を整備するとともに、休日受付の実施など、利用しや

すいお客様相談室を目指してアクセスの利便性を図ってまいり

ました。

また、アクセスしていただいたお客様にご満足いただける対

応のため、情報を一元管理するシステムを導入して効率化した

ほか、迅速・的確な回答のための資料整備や、応対技術のレ

ベルアップにも努めています。

なお、製品のご購入や整備など、直接の対応が必要なご用

件に対しては、お客様相談室が全国のスズキ・ネットワークと連

携して、適切なサポートを実施しています。

さらに、システムに集められた膨大な情報は“お客様からの貴

重な声”との考えから、個人情報の保護に配慮した上で社内イ

ントラネットに掲載し、各部門の担当者が確認できるシステムと

して、商品開発、製造、品質、販売及びアフターサービス等の

改善や向上につなげています。

「お客様相談室は、お客様と直接つながる窓口」との立場か

ら、情報の重要度に応じて即時に社内展開する体制作りも行

っています。

今後も皆様がより利用しやすく、安心して信頼のできる「お客

様相談室」を目指し、常に業務の改善に努力してまいります。
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お取 引先様とともに
　スズキは、「消費者の立場になって価値ある製品を作ろう」を社是の第一に掲げ、社会
に貢献したいと考えています。この価値ある製品づくりにおいて、お取引先様と対等な
立場で相互に協力し、パートナーとしてともに繁栄できる関係を構築することが購買部
門の役割と考えています。パートナーとなっていただくお取引先様は、品質・コスト・納期・
技術・危機管理・過去の実績の6つの原則に基づき、公平公正な手続きにより選定されま
す。また、企業規模および取引実績の有無、国や地域を問わず、あらゆる企業に対して取
引参入機会の門戸を広く開放しています。

01 継続的な取引

スズキは、パートナーとなっていただいたお取引先様とは、信頼関係を構築することにより、継続的な取引関係の確立を目指していま

す。このためには、相互のコミュニケーションが不可欠と考え、トップマネジメントクラスの意見交換はもとより、ミドルマネジメントや実務担

当者クラスの方 と々のコミュニケーションの促進を図っています。

お取引先様とともに／01 継続的な取引、02 グローバル購買活動、03 事業継続計画の取り組み

02 グローバル購買活動

スズキは、世界中に点在する生産拠点と連携し、グローバルな購買活動をさらに展開してゆきます。従来、各生産拠点ごとでの購買

を主眼に進めてきた活動を、グローバルでの最適購買の推進に主軸を移し、世界中から競争力のある価格で部品を購買します。このこ

とは単にスズキにとってメリットがあるだけではなく、パートナーとなっていただくお取引先様にとっても「量」を背景とした安定取引や、技

術的な蓄積などの様々なメリットが生じ、これらを共有することで、さらなる信頼関係の構築に繋がります。

03 事業継続計画の取り組み

スズキでは、各事業所の耐震補強工事の他、事業継続計画（BCP：Business　Continuity　Plan）を作成しています。また、地震

をはじめとする大規模災害への備えは、地域社会やお取引先様、お客様への責任でもあるものとの認識のもと、大きな被害が予想

される地域のお取引先様に対しても耐震対策を推奨し、万一被災された場合の速やかな復旧のために、お取引先様と共に取り組

んでいます。
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スズキは、1980年より財団法人スズキ財団を通じて、研究者の科学技術研究に対する助成活動を行っています。

01 財団法人スズキ財団

スズキの 財 団 活 動など

スズキの財団活動など／01 財団法人スズキ財団

小型自動車産業は、快適な市民生活を創り、また、日

本の科学技術の発展に寄与してきました。そして、それ

は機械工業技術を支えている沢山の研究者･技術者

のたゆまぬ努力と優秀さによってもたらされました。資源

の少ない日本ではこうした研究者･技術者は日本の財

産であり、国力であると確信しています。

また、自動車産業は、地球環境保全のために有限な

天然資源エネルギーや環境との調和に対する課題をク

リアーし、市民社会の求める期待に応えていかなけれ

ばなりません。

スズキは、こうした課題に勇気をもって挑戦すること

を誓い、1980年にスズキ創立60周年の記念事業とし

て、関連企業とともに基金を寄託した公益法人（現法

人名：財団法人スズキ財団）を設立し、以後、スズキ財

団を通して研究者や技術者の研究や開発を奨励して

います。課題を少しでも解決して豊かな社会を築いてい

きたい。そして、21世紀の主役となる研究者･技術者

の創意･工夫を伸ばしていきたい。スズキは、スズキ財

団の活動からも良き企業市民としての社会的責任を果

たします。

理　念

財団の活動
①基礎的･独創的研究に対する助成
環境･資源エネルギー技術や安全･福祉技術、材料･科学

技術に関する基礎的･独創的研究に対し、社会発展の基礎を

築く研究に助成を行います。これまでに全国の大学･高専･研

究機関の研究者725人に、10億1,269万円（2009年4月1

日現在）の研究助成を行い、科学技術の基礎研究発展に貢

献しています。

 

②課題提案型研究に対する助成
地球環境の保全やエネルギー資源節約等、早急に取り組ま

なければならない課題に対し、研究者が知恵を結集し解決を目

指す研究テーマに助成を行います。 

平成15年度より助成を開始し、これまでに「軽･小型車用排

気ガス浄化システムの開発」等の9件の研究に対し、6,509

万円（2009年4月1日現在）の助成を行っています。

③研究成果普及助成及び研究者海外研修助成
科学技術分野の基礎的・独創的研究成果を発表し研究の

更なる充実・発展を図るため、国内外で行われるシンポジウム・

会議等の開催、或は海外で開催されるシンポジウム・会議への

出席等の経費の一部を助成しています。

これまでに274件、1億752万円（2009年4月1日現在）の

助成を行っています。
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従業員とともに
　スズキでは、「価値ある製品」を作るという目的に向かって、従業員がお互いに協力し合い、一丸となって清新な会社を作る
ため、上下左右自由に意見を交換し合うコミュニケーションが、企業活動の基盤であると考えています。
　従業員とのかかわりにおいては、スズキが過去にこだわらず未来への挑戦を続け、誠実にものごとに当たる集団となるため
に、以下の項目に重点を置いて制度・環境づくりに取り組んでいます。

従業員とともに／01 安全・衛生及び交通安全に対する取り組み

安全･衛生
スズキでは、安全基本理念を掲げて安全衛生管理活動を

推進しています。

災害が発生した場合、たとえ軽微なケガであっても、全件を

社内に報告回覧（横展開）し、再発防止と類似災害の防止に

努めています。危険を危険と感じる安全意識の高揚教育、無

理のない安全作業標準への見直し、職場の危険要因の洗い

出し･改善をさらに進めていきます。

｢1件の重大災害が発生した場合、その背景には29件の

軽微な災害、さらにその背後には300件のヒヤリ･ハット※1　 が

ある｣※2　 といわれており、災害を未然に防ぐためには、ヒヤリ･

ハットを根絶する取り組みを行う必要があります。

そのため、スズキではヒヤリ・ハット事例のリスクアセスメントを

2001年から導入し、ヒヤリ･ハットの対策・改善に取り組んでい

ます。
※1 ヒヤリ･ハットとは、作業中に一歩間違えればケガをしたかもしれない失敗、
換言すれば、“ヒヤリ”とした、“ハッ”とした経験を言います。

※2 ハインリッヒの法則

●ハインリッヒの法則（1：29：300）

01 安全・衛生及び交通安全に対する取り組み

①従業員が安全でかつ健康に働ける健全な職場づくり
②高い目標に挑戦する人材を評価・支援する制度づくり
③良好で安定した労使関係づくり

健康管理
疾病の早期発見・早期治療を目的に、1995年4月から40

歳以上の従業員に対し、人間ドックと歯科健診を義務付けて

います。さらに、受診後のフォローとして、健康教室の開催、栄

養指導等も定期的に実施しています。

また、近年増加傾向にあるストレスやメンタルヘルス対策とし

て、以下の取り組みを実施しています。

・ 従業員が有効なセルフケアを行えるよう、社内イントラネットを

利用した従業員へのメンタルヘルス等の健康情報提供

・ 各職場のケア促進を図るため、主に管理職を対象に産業医

によるメンタルヘルスケア講習会を開催

・ 従業員が気軽に相談できるよう、社内医務室に精神科医に

よる「心の相談室」を開設

 

交通安全
一人ひとりが四輪車･二輪車メーカーの従業員として自覚を

持ち、社会の規範となる運転を心掛けるよう、業務上や通勤途

上の交通事故のみならず、私用での運転についても交通事故

防止を図るため、以下の取り組みを積極的に実施しています。

●通勤経路ヒヤリマップの作成
●小グループでの交通ヒヤリ･ハット、危険予知訓練活動
●構内交通ルールの指導、徹底
●所轄警察署による交通安全教育
●運転シミュレーター、運転適性検査による個別指導
●長期連休前の交通安全呼びかけ

安全基本理念
・安全はすべてに優先する

・労災はすべて防ぐことができる

・安全はみんなの責任である
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スズキでは、これまでも、株主・投資家の皆様の支持と信頼

に応えるため、企業価値の向上に努めてまいりました。

しかしながら、世界的な金融危機の影響により、自動車販売

は世界各地で落ち込み、当社グループの2010年3月期の売

上見通しは、2008年3月期に対し、30%以上減少する見通し

となるなど、かつてない危機を迎えています。

当社グループは、この危機を乗り越えるために、「知恵を出

し、難局を乗り切ろう」をスローガンに、全社一丸となって取組

んでまいります。

具体的な取組みとしては、売上高が大幅に減少する現実を

直視し、「１部品１ｇ軽減・１円コスト低減活動」などによる原価

低減、「内なるコストダウン活動」による固定費の圧縮、さらに

は組織・体制の見直しを図ることで、売上高が減少しても利益

の出る体制作りを進めてまいります。

なお、当社グループの中期的な経営戦略としていました「ス

ズキ中期３ヵ年計画（2008年4月～2011年3月）」につきまし

ては、経営環境の大幅な変化により、見直すことといたしまし

た。新たな計画につきましては、外部環境を踏まえた上で適切

な時期に公表する予定です。

01 企業価値の向上

株主・投資家の皆様とともに／01 企業価値の向上

株 主・投資家の皆様とともに

連結業績の推移

一株当たり純資産と期末株価の推移



下川コース（北海道）

社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009

92● 　　　 ●

01 環境美化への取り組み

地 域 社 会とともに

地域社会とともに／01 環境美化への取り組み

森林保全活動
スズキの森（浜松市）
スズキは､林野庁天竜森林管理署と｢ボランティアの森｣協定を結び､2006年より浜松市北区引佐町の「スズキの森」での森林保全

活動をスタートしました。

2008年度は従業員やその家族による植林や下草刈りの作業だけでなく、春には子供向けのシイタケの菌打ち体験、秋には収穫イ

ベントを実施して、参加者の皆さんに楽しんでいただきました。

下川コース（北海道下川町）
スズキのテストコースがある下川町は､北海道の北部に位置し総面積の約

90％が森林です。林業と農業を基幹産業としていることから､森林･農業をどのよ

うに活性させるか、その貴重な資源を未来に引き継ぐため、いかに活用するかを第

一に適正な森林管理を進め2003年に北海道で初めて、FSC森林グループ認証

を取得しました。

スズキ下川コース内の約287ｈaの森林も､2006年からFSC認証制度の厳し

い基準･原則に適合していることが認められて､下川町が取得したFSC森林グ

ループ認証に登録されました。今後も引き続きスズキは､自然との共存を考慮した

企業活動を行っていきます。

また､下川町とは｢法人の森林制度｣の契約を1996年～2028年まで結んでお

り、国（森林管理署）とともに約4.3ha(樹木3,200本)を管理・運用しています。

下川町は2008年7月、低炭素社会への転換を進めるため、先駆的な

取り組みにチャレンジする都市｢環境モデル都市｣に、横浜市･富山市など

とともに認定されました

佐鳴湖浄化のためのボランティア活動への参加
スズキは、佐鳴湖の水質や水環境の向上を目指す浜松市主催のボランティア団体「佐鳴湖ネットワーク会議」に参加しています。 

2008年度は、従業員とその家族が佐鳴湖と流域河川の水質調査やクリーン作戦などのイベントに参加しました。
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地域社会とともに／05 各工場、事業所等における取り組み

高塚工場での取り組み
●地元の皆様との交流活動
スズキの事業内容や環境への取り組みについて理解していただくと共

に、相互のコミュニケーションアップを目指し、近隣自治会役員の方 を々

お招きし、交流会を行ない、意見交換や工場の見学等を行いました。

●工場周辺の清掃活動
従業員が毎月１回工場周辺のゴミ拾いを行なう「高塚工場マナーアッ

プ活動」を行なっています。近隣住民の方と挨拶を交わしたりコミュニケ

ーションも図られています。

●交通安全推進活動
交通部会員による、工場周辺の街頭指導を月１回実施しています。車

やオートバイ、自転車の運転マナーをチェックし、スズキ周辺の方々の安

全確保及び交通事故防止に取り組んでいます。

●秋祭りの開催
高塚工場と本社の施設を会場として恒例の秋祭りを開催しました。

好天にも恵まれ地元の方々、従業員やその家族など、大勢の方が来場

しました。会場には従業員による様々な模擬店が立ち並び、キャラクター

ショー、近隣の中学校ブラスバンド演奏、お笑い芸人ライブ、子供ビンゴ

大会などが行なわれ大いに盛り上がりました。



社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009

101● 　　　 ●

地域社会とともに／05 各工場、事業所等における取り組み

豊川工場での取り組み
●工場外周清掃活動
実施時期 5月、9月

実施内容 豊川市清掃の日に合わせ、市の環境活動に協力し

ています。約40名が参加し、工場外周のゴミ拾いを

行っています。

 

●工場秋祭りの開催
実施時期 10月

実施内容 従業員、家族、地域の方 と々親睦を図る為、工場内

を会場として秋祭りを開催しました。地元高校ダンス

部、地元和太鼓クラブによるステージ、子供に人気の

キャラクターショーで盛り上がりました。従業員による

模擬店、抽選会、餅投げも大変好評でした。

参加人数 約2,000人

●交通安全街頭指導への参加
実施内容 交通部会員、役職者が「０の日」に工場周辺の交差点で街頭指導を実施しています。従業員の運転をチェックし、指摘

事項があれば、従業員へ指導します。

 全国交通安全県民運動では、交通安全協会の街頭指導に参加しています。 
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大須賀工場での取り組み
●工場周辺の清掃活動
工場周辺の環境美化などを目的として、工場周辺の清掃活動を

実施しています。

昨年迄は、年２回実施していましたが、本年は、一層の環境美化

を目指し、年４回実施予定です。

地元自治会役員様からも道路がきれいになったとのお話がありま

した。

 

●地元の皆様との交流活動
以前より地域住民の皆様との懇談会、工場主催の秋祭り実施等、地域に根ざしたコミュニケーション活動を進めてきましたが、本年

も地元自治会役員の皆様との懇談会、及び、工場見学を１１月に実施予定です。

今後共、地域住民の皆様に親しまれ愛される工場を目指して活動して行きます。

●交通安全街頭指導への参加
安全運転管理協会加入企業として、全国交通安全運動期間(４月：春の交通安全運動、７月：夏の交通安全県民運動、１２月：年末

の交通安全県民運動)などに近隣自治会と合同で、従業員の通勤経路となっている道路の交差点で、シートベルト着用確認などの街

頭指導を実施しています。
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開発部横浜研究室での取り組み
現在、横浜市都筑区

区政推進課による「つ

づき博士倶楽部講座」

に、スズキ(株)横浜研

究室より技術者を派遣

し、小・中学校の児童・

生徒を対象に、講演活

動を行なっています。

2008年度は、3校57名程の皆さんに「ロボット」をテーマに講

演しました。講演はパソコン、プロジェクタ等を使い、「楽しく、分か

りやすく」を心掛けと致しまして文章、図、イラスト、グラフ、写真、

動画、実物のロボットサンプル、書籍等を使って行ないました。

H8マイコンを使った

マスタ・スレーブ型ロボ

ット、赤外線センサを使

用したライントレース型

ロボット、PICマイコンを

使った表示装置、ラジコ

ン式電動車いすサッカ

ーロボット４台等を持参し、実物のロボットの機能、動作の説明

と実演、体験学習を行いました。実際に目の前で動くロボットに

触れながら楽しく、熱心に授業を受けて頂きました。

講演後の質疑応答では、質問だけでなく、ロボットに関する

多くの夢や希望、意見が出されました。後日、先生・生徒さん方

より礼状や感想文が届くことがあります。このような、社会貢献

活動を通して触れ合うことのできた方々からの、心暖まるご意

見・ご感想は、次回の講演への反省と励みになっています。

＜講演に持参するロボットの実物サンプル＞

二輪技術センター（竜洋）コースでの
取り組み
●スポーツ競技大会への二輪技術センター（竜洋）
コースの開放
スズキ二輪技術センター（竜洋）コースを地域のスポーツ団

体や学校関係者からの要望により、開放しています。

近年恒例化した「サンライズ イワタ IN 竜洋（トライアスロ

ン）」、「フレンドリーデュアスロン IN 竜洋」、「静岡県西部中学

校駅伝大会」等に、社会人から小･中学生まで、幅広く竜洋コ

ースを開放し、地域スポーツ団体や青少年の健全育成活動に

貢献しています。
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06 海外での取り組み

地域社会とともに／06 海外での取り組み

インド 
2008年
～2009年

■ＣＳＲに関するポリシーとガイドライン
２００８－２００９年にマルチスズキはＣＳＲに関する包括的なポリシーとガイドラインを制定いたしました。そこにはこう
書かれています。
「マルチスズキは株主の利益を追求するとともに、関係者の方 と々の関わりの中で彼らのニーズを知り、商品、サー
ビス、また経営を通じて彼らの継続的発展と幸福を推進します。」

2008年
～2012年

■交通安全指導
マルチスズキはインドでの交通安全に対する意識を高めることを目的とし、２００８年１２月２４日に交通安全啓蒙活動
（National Road Safety Mission）を開始いたしました。活動の主な内容は運転教習、交通安全教育と政府へ
の政策提言です。この活動に伴いマルチスズキは最先端の運転教習インフラを拡大し、２００９－２０１０年より３年
間で５０万人に安全運転の教育を施すことを決定いたしました。
マルチスズキはインドのデリーで２つの運転教習・研究機関IDTR（Institute of Driving Training and 
Research）を運営しています。２００８-２００９年にはウッタラーカンド州政府ともう１校のＩＤＴＲを設立する内容の
契約を交わしました。また同年にはハリアナ州にも2つのIDTRの建設を開始いたしました。
マルチスズキは今年新たに２２校
のマルチ・ドライビングスクールを
追加し、その数は２００９年３月３１
日までに５０に到達しました。
２００８－２００９年、マルチスズキ
は９６,０００人に安全運転の教習
を行いました。２００９年３月３１日ま
での合計で５０万人以上が安全
運転の教習を受けたことになりま
す。

2008年
～2009年

■職業訓練
マルチスズキはハリアナ州にある２つの国営の産業訓練学校を支援しています。マルチスズキは学生の能力を高
めるためにこれらの学校の設備と教育レベルの向上に助力しています。
マルチスズキは訓練学校の教員を自社の工場や、類似の訓練学校へ連れて行くことがあります。教員に対し技術
向上のための教育を行うためです。マルチスズキの経営幹部も訓練学校の教員たちを案内しました。
訓練学校の生徒は５Ｓや安全など、日本の工場での優れた安全・衛生に関する慣習を教わっています。また生徒た
ちは工場での行動や態度についても教育を受けています。２００８－２００９年、マルチスズキはグルガオン工場を訪
れた２００人以上の教員と４９６人の生徒たちを指導し、１,１３８人の生徒が安全に関する訓練に参加し、３２０人の
生徒がキャリアガイダンスに参加しました。
２００８－２００９年、マルチスズキは訓練学校の既存の備品を修繕すると共に、新しい机やエンジンのカットモデル、Ｌ
ＥＤパネルなどの教育器具を導入しました。
またマルチスズキは生徒たちのた
めに緑地や公園を整備し、雨水
備蓄設備を設置しました。
マルチスズキの支援により、
２００８－２００９年のグルガオン
の訓練学校の卒業率は２００５－
２００６年の６８．０６％から９２．２％
に向上しました。

マルチ中西社長
交通安全啓蒙活動の開始時

マルチスズキにより改修されたグルガオ
ンの訓練学校の教室

マルチ・ドライビングスクールの
運転シミュレーター

グルガオンの訓練学校の生徒たち



社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009

105● 　　　 ●

地域社会とともに／06 海外での取り組み

2008年
～2009年

■従業員ボランティアプログラム（ｅ－パリバルタン）
２００８-２００９年、マルチスズキは従業員の時間と技術を社会のために活かすことを奨励するため、従業員ボランテ
ィアプログラムを開始しました。従業員たちは自身の好みや都合に合わせてボランティアの内容、場所を選ぶことが
出来ます。
このプログラムの特徴は、従業員が休日にのみボランティアを行うことです。彼らは貴重な休日にボランティア活動
を行っています。現在約１７５人の従業員がボランティア活動に登録しています。
従業員は算数・英語やコンピュー
ターの使い方を教えるだけでなく、
遊んだり、踊ったり、祝祭日や生
徒の誕生日を祝ったりもします。
また彼らは老人ホームを訪れて、
お年寄りと時間を過ごしたりもしま
す。マルチスズキのボランティアは
１,０００人以上の子供やお年寄り
を支えています。

2008年
～2010年

■地域社会発展のための活動
マルチスズキは、マネサール工場周辺の４つの村の発展を支援しています。健康管理、教育、雇用のための能力開
発やインフラの整備が主な活動です。
●地域健康プログラム
政府の健康管理センター（Primary health care centre）と協力し、マルチスズキは子供たちに予防接種、防疫
処理、歯科検診を、お年寄りに眼科検診を、女性に産前・産後のケアを行いました。また健康診断キャンプでは無
料で薬や眼鏡、健康管理に関する冊子を配布しました。この２年で１万人以上の子供が予防接種を受け、５０００
人以上が健康診断キャンプの恩恵を受け、７００以上の眼鏡がお年寄りに配布されました。

●教育
マルチスズキは自社の生産施設や、ニューデリーのインディアゲート近くの公園に地域の子供たちを招待していま
す。従業員たちはボランティアプログラムの一環として、休日に子供たちと合唱、演劇、スピーチ、絵画コンクールな
どを行います。これは子供たちの隠れた才能を見出すために行っているものです。

●雇用訓練
２００８-２００９年、マルチスズキは４７人の仕事の無い若者に安全運転の
教習を行いました。またそのうちの２８人は２００８－２００９年のグルガオン
の職業訓練校の電気、自動車のカリキュラムに登録されました。

●ネッタイシマカ（デング熱を媒介する蚊）に関する活動
マルチスズキはグルガオンとマネサールのうちデング熱が流行している一
部居住地域でのネッタイシマカの繁殖を防ぐために消毒の活動を行いま
した。また、これらの地域の多くの学校でデング熱に関する啓蒙のリーフ
レットを配布いたしました。

学校でボランティアをする従業員

マルチによる健康診断キャンプ

生徒にダンスを教える従業員
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2009年
～2010年

■環境に関する活動
マルチスズキは２００９年６月５日から７月４日までを環境月間として活動しました。
社長の中西氏は世界環境デーに植樹を行い、従業員に環境保護に努めるよう促しました。マルチスズキは２００９－
２０１０年にグルガオンとマネサール工場に１万本の木を植えることを決めました。
またマルチスズキは従業員に再生可能なエネルギー源に関する意識を高めてもらうために、太陽光エネルギー製品
の展示を行いました。加えて環境月間には従業員の間でカーボンクレジット、カーボンフットプリント（炭素の足跡）や
環境にやさしい生活など様々な内容についての情報冊子などが回覧されました。
社内での活動に加え、マルチスズキはベンダーに対しての教育、周辺の村民やグルガオンの訓練学校の生徒に対し
ての啓蒙活動などを行いました。環境月間にマルチスズキのディーラーはお客様の車のＰＵＣ（インドで排出基準に
合格した車両に与えられる証明書。
公道を走行する際に必要となる
ケースがある。）に関するチェック
を無料で提供するキャンプを開催
し、来場した全国のお客様に苗
木を配布しました。
マルチスズキの多くの従業員が
２００９年３月２８日のアースアワー
に参加し、家の電気を消してエネ
ルギーの節約を行いました。

2009年 ■子供たちのための公園
マルチスズキはニューデリーのインディアゲートの近くの公園を管理しています。この１０エーカー以上に広がる公園
は清潔で緑のある安全な遊び場で子供たちに学び・育ってもらうために作られました。マルチスズキは子供たちに豊
かな経験をさせるために遊び場と遊具を提供しています。

環境デーに植樹を行うマルチ中西社長 マネサールにおける学生たちの環境デー集会
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インドネシア 
2008年
7月19日
～8月30日

ＳＩＭ（スズキ・インドモービル・モーター社）とＳＩＳ（スズキ・インドモービル・セー
ルス社）はジャカルタ、ボゴール、デポック、タンゲラン、ブカシの５００の小・中
学校と高校の教員に教育指導を行いました。この指導は上記５都市の多く
の学校に対し、１０期の間継続して行われてきました。

2008年
8月29～31日

ＳＩＳはジャワ中央部のムラピ山に
１,０００本の植樹を行いました。この
緑化活動の後にはジャワ中央部の
プランバナン寺院郡で文化的なイ
ベントとしてハヌマーン・オボンという
演劇祭を行いました。

2008年
10月18日
～11月30日

ポシャンドゥという既存の政府の健康管理施設（産前・産後の健康管理、女
性と子供への情報提供などを行う）を支援するために、ＳＩＭとＳＩＳは子供の
健康な成長に関して、またポシャンドゥにある情報システムに関して教育を
行いました。

2008年
12月20日～

スシロ・バンバン・ユドヨノ大統領により始められたインドネシア・プランティン
グ計画に参加する形でＳＩＭとＳＩＳはジャカルタ、ボゴール、タンゲラン、ブカ
シで１,０００本以上の木 を々植えました。

2009年
4月13日～

ＳＩＭとＳＩＳはジャカルタのアトマジャヤ・カトリック大学の工学部にＡＰＶのエ
ンジンを１基提供しました。これは大学の研究や教育活動に役立ててもら
うために行われたものです。

地域社会とともに／06 海外での取り組み
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パキスタン 
2008年
1月31日

■塗装課からの汚泥廃棄のための汚泥溜めの建設
重金属化合物を含む塗装課からの汚泥は、以前は会社の土地の外に廃棄されていました。
後に一時的な対策として、仮設の
汚泥溜めが工場の中に建設され
ました。昨年、環境保護のための
汚泥溜めが「Eastern boundary 
wall」の近くの工場内にコンクリー
トで３つ建設されました。それらは
環境保護庁（ＥＰＡ）の法規にも対
応しています。

2008年
5月5日
 ～7月11日

■ＮＥＤ大学の自動車工学の学生への教育
ＰＳＭＣ（パックスズキモーター社）は下記のプログラムを行いました。
１．１２人の教職員に対する実践的
製造プロセスの説明

２．１２０人の学生に対する１６日間
の詳細な自動車製造に関する
工業説明プログラム

３．９人の学生による６週間のエン
ジン課、プレス課、現調化推進
部門におけるインターンシップ

バロチスタン震災被害者への支援

2008年
11月14日

パックスズキ社長の永尾氏がクウェッタの州知事事務所にてNawab 
Zulfi qar Ali Magsi知事と会談しました。永尾氏は２,４００以上のバロチスタ
ンの震災被害家族のために毛布を寄付しました。

2008年
11月28日

パックスズキ社長の永尾氏はカラチのEdhi基金の会長Abdul Sattar 
Edhi氏と会談しました。永尾氏は２５０以上のバロチスタンの震災被害家
族のために救援物資を寄付しました。 
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ハンガリー 
2008年 ＭＳＣ（マジャールスズキ社）は地元のGéza Fejedelem工業学校、エステルゴムBalassa Bálint経済学校、

Bottyán János技術学校を含む３０のハンガリー国内の教育機関、職業訓練学校、専門学校、大学への各種支
援を行っています。GyőrのSzéchényi István大学、ブダペスト技術経済大学、ブダペスト工科大学、ブダペストの
Corvinus大学の物流学部などの高等教育機関の他、多くの教育機関も恩恵を受けています。

ＭＳＣはエステルゴムボートクラブ、エステルゴム・ナイツ・ラグビーチーム、エステルゴムキックボクシング協会、スズキ
ユースサッカークラブなどKomarom/Esztergom郡のスポーツ活動を支援しています。

MSCは中小規模の起業家やサプライヤー、ビジネスパートナー、自動車業界の関係者とのコンファレンスや討論会
を通じ産業育成のために情報の開示やコンサルテーションを行っています。

MSCはモータリゼーションを拡大するためのボランティア活動や工場見学、コンファレンスを通じての知識の共有を
進めています。

MSCの従業員はハンガリー赤十字により年２回開催される献血に協力しています。

2008年6月 ＭＳＣは青少年の元気で健康な
生活を促進するためにPuskasス
ズキカップを開催しました。 

2008年
7月～8月

ＭＳＣはエステルゴムサマーミュージックフェスティバル・サマーシアターなどの文化交流への毎年の財政的な支援を
行っています。

2008年7月 ＭＳＣ資材管理部の従業員はスズキ幼稚園（２００７年にエステルゴム政府と共同で設立）の園庭清掃や塗装などの
ボランティア活動を行っています。

2008年8月 ＭＳＣはエステルゴムとストゥロヴォ（スロバキア）の国境で開催されたハンガリーとスロバキアの混合チームによる水
泳大会を支援しました。

中国
期　日 献　金　側 罹災地区 献金受領側 金　　　額

2008年5月14日 重慶長安鈴木汽車有限公司
（長安集団※を通して） 四川省汶川

地震災害地区

中国赤十字本社 100万元

2008年5月20日 重慶長安鈴木汽車有限公司
全社員 中国赤十字本社 191190.1元

2008年5月30日 重慶長安鈴木汽車有限公司
共産党員全員

四川省汶川
地震災害地区

中国共産党
中央組織部 55390元

2008-2010年 重慶長安鈴木汽車有限公司
労働組合

崇州地震
災害地区

共産主義青年団
崇州市委員会

24名の児童に1年当り
各600元を寄付

2005-2009年 重慶長安鈴木汽車有限公司
労働組合営業企画部門

巴南区の
貧窮児童

巴南区麻柳小学校
巴南区豊盛小学校

7名の学生に1年当り
各600-800元を寄付

※長安集団は長安鈴木合弁の中国側パートナー（重慶長安汽車股份有限公司、51%出資）の親会社に当ります。正式名称は中国長安汽車集団股份有限公司です。
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2008年9月 新たな環境方針と工場の環境目標の一環の「グリーン」戦略の導入とし
て、ＭＳＣ（マジャールスズキ社）は２００８年９月に「スズキ環境デー」を開催
しました。
環境に関する情報を発信するブースの開設、環境に配慮した生活の重要
性を説いた映画の上映を行い、成功を収めました。また広場に置かれた緑
のスプラッシュは環境に優しい性能を持ち合わせており、スズキの環境方
針のシンボルとして展示されました。

2008年10月 MSCはスロバキア、ストゥロヴォのサンシャインヘルスケア基金と、ハンガリ
ーの障害のある子供のために全国的に展開されるEAT基金に車両を寄付
しました。

１０月には世界的に有名な日本人
指揮者の西本智美氏が日本との
文化的つながりを強めるためにハ
ンガリーを訪れました。西本氏はＭ
ＳＣの協力によりブダペスト・ハン
ガリーステイトオペラハウスでチャ
イコフスキーとドヴォルザークの演
奏を指揮しました。

2008年11月 ＭＳＣは、エステルゴム中央図書館へ本を寄贈しました。

海外生産会社の人材育成支援
（財）海外技術者研修協会（AOTS）の受入れ研修事業への参画、また海外生産会社からの研修生の直接受入れにより、社内の

各部門で研修を実施しています。

これらの研修は、海外生産会社の生産活動を支える実践的な技術や技能の移転を効率的に行うことで開発途上国の産業発展に

貢献しており、また、わが国との相互理解や友好促進にも寄与しています。

●海外研修生受入会社（2008年度）  

国名 会社名

南米 コロンビア スズキコロンビア社

欧州 ハンガリー マジャールスズキ社

アジア 中国

重慶長安鈴木汽車有限公司

江西昌河鈴木汽車有限責任公司

済南軽騎鈴木摩托車有限公司

常州豪爵鈴木摩托車有限公司

鈴木摩托車研究開発有限公司

 

国名 会社名

アジア

タイ
タイスズキモーター社

スズキモーターR&Dアジア社

インドネシア スズキ・インドモービル・モーター社

インド

マルチ・スズキ・インディア社

スズキモーターサイクルインディア社

スズキパワートレインインディア社

パキスタン パックスズキモーター社

●08年度の海外研修生の受け入れ人数 ： 345人
●受け入れを始めたときからの累計人数 ： 21,657人 （1983年～2008年まで）




